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定
例
会

第1回

会期
３／５～16

安全で安心  な町をつくる大型予算

会　　　　　計　　　　　名 予算額 前年度比

一　　　般　　　会　　　計 58億円 7.6 %

特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 1億 2,500 万円 5.0 %

国 民 健 康 保 険 12億 1,700 万円 ▲ 5.8 %

介 護 保 険 9億 5,900 万円 0.7 %

下 水 道 事 業 5億    300 万円 ▲ 5.6 %

一般会計予算58億円で  令和３年度スタート

　

令
和
３
年
第
１
回
明
和
町
議
会
定
例
会
は
、３
月
５
日
に
招
集

さ
れ
、16
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、町
長
か
ら
諮
問
、人
事
案
件
、条
例
制
定
・

改
正
、補
正
予
算
及
び
各
会
計
の
令
和
３
年
度
当
初
予
算
な
ど

26
議
案
が
提
出
さ
れ
、慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
員
か
ら
条
例
改
正
、核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
国

の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
の
発
議
が
提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
か
ら
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
を
展
開

し
て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和３年度 各会計予算額
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安全で安心  な町をつくる大型予算
歳　入
58億円

一般会計予算58億円で  令和３年度スタート

一般会計の
なかみ

歳　出
58億円
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では、こんな質疑　がありました

質問 道路維持の
舗装補修工事や緊
急補修工事は、ど
のような工事を見
込んでいるのか。

都市建設課 緊急補修工事
は、早急に対応しないと生活
上支障の出るものに対する工
事です。舗装補修工事は広域
農道の舗装補修で、延長もあ
り幅員も広いので多額の補修
費を組んでいます。

質問 不良住
宅空家除却支
援事業補助金
の説明を。

都市建設課 不良住宅
と判定された空家の除
却に要した費用の半分
(上限50万円)を補助す
るものです。

質問 次世代
につなぐ営農
体系確立支援
事業の説明を。

産業振興課 農業の課題
解決に向けて導入すべき
先端技術を検討するため、
ドローンや無人トラクタ
ー、アシストスーツなど
の農業用製品のレンタル
費用を補助する事業です。

質問 今年は町総
合防災訓練を従来
とは異なる内容で
実施するとのこと
だが、概略の説明
を。

総務課 イベントやレ
クリエーションなど、
住民が参加しやすいも
のを検討しています。

質問 住宅リフォ
ーム補助率を５％
から10％へ引き上
げた理由は。予算
は何件分を見込ん
でいるのか。

産業振興課 町民の
消費意欲を促進し、
地域経済の活性化と
住環境の向上のため
です。24件分を見込
んでいます。

税務課 令和元
年の新築住宅は
53戸ですので、
10戸程度少なく
なっています。

質問 令和２年の
新築住宅が40戸
とのことだが、
減少傾向にある
のか。

農業用ドローン
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では、こんな質疑　がありました予算特別委員会 
　令和３年度の各会計予算を審議するため特別委員会を設置し、坂上祐次議員を委員長に３月10日、
11日の２日にわたり詳細に審議をしました。その中で出された質疑の一部を紹介します。

学校教育課 コンベア
ー式の大型フライヤー
です。１時間程で1,300
食の揚げ物ができます。

質問 学校給食セ
ンターの連続式揚
げ物機とは、どの
ようなものか。

介護福祉課 新規の
※農福連携事業を実施
するため、１名分の人
件費約600万円を増
額しました。

質問 明和町
社会福祉協議
会への補助金
増額の理由は。

※農福連携とは、障害者等が農業分野で活躍するこ
とを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実
現していく取組のこと。農福連携に取り組むこと
で、障害者等の就労や生きがいづくりの場を生み
出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む農業
分野で新たな働き手の確保につながる可能性もあ
ります。

介護福祉課 施設が
大きいため、施設の半
分を放課後等デイサー
ビスとして使用します。
そのため出入口の整備
やトイレの増設、間仕
切り壁の設置を考えて
います。

質問 保健セン
ターを放課後等
デイサービスの
施設として改修
するとのことだ
が、どのような
改修を行うのか。

学校教育課 柔道
レスリング部への
配置を考えていま
す。

質問 運動部活動
指導員派遣事業で
１名増えるとのこ
とだが、何部の指
導員を予定してい
るのか。

住民環境課 ベトナ
ム、ネパール、フィ
リピン、ブラジル、
中国です。

質問 外国人登録者向
けにごみ分別収集チラ
シを上位５か国語で作
成とのことだが、町内
の外国人上位５か国と
はどの国か。

健康づくり課 駅東口に
建設している医療施設を対
象としています。奨励金は、
当面３年間の交付を考えて
おり、今年度は半年間で
642万円を見込んでいるの
で、年間では倍の額になり
ます。

質問 医療施設誘
致奨励金は、川俣
駅東口建設中の医
療施設を対象とし
ているのか。

ごみ分別チラシ（ベトナム語）
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反対討論賛成討論

討

論

中
小
企
業
へ
の
支
援
を

　

新
年
度
事
業
と
し
て
避
難
所
の
環
境
設

備
、
災
害
用
機
材
の
充
実
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
の
10
％
へ
の
増
、
家
庭
用
蓄

電
池
設
置
費
補
助
な
ど
町
民
の
要
望
に
応

え
た
事
業
と
し
て
評
価
で
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
推
進
事
業

よ
り
も
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
入
院

で
の
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
と
同

様
に
通
院
も
無
料
に
す
べ
き
で
す
。
ま
た

学
校
給
食
の
無
料
化
、
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
児
童
生
徒
へ
の
猛
暑
対
策

も
検
討
す
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
高
齢
者

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
条
件
の
緩
和
、

川
俣
駅
南
側
踏
切
の
安
全
対
策
も
予
算
化

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

町
内
の
飲
食
店
を
は
じ
め
中
小
企
業
の
営

業
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
新
規
事
業
な
ど
評

価
で
き
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
が
求

め
て
い
る
施
策
に
乏
し
く
、
町
民
の
生
活

を
支
え
る
予
算
と
は
認
め
が
た
く
反
対
し

ま
す
。

早
川 

元
久　

議
員

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
町
が
さ
ら

に
発
展
し
活
力
が
出
る
予
算
編
成

　

第
６
次
総
合
計
画
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

財
政
基
盤
を
整
え
、
競
争
力
の
高
い
町
を

目
指
し
、
企
業
誘
致
に
よ
る
財
政
力
の
向

上
や
、
定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
の

推
進
に
よ
り
、
町
の
賑
わ
い
と
活
気
の
創

出
を
促
す
こ
と
と
し
、
地
元
で
就
職
が
で

き
、
買
い
物
と
食
事
が
で
き
る
町
、
そ
し

て
子
育
て
、
教
育
、
医
療
も
充
実
し
た
安

全
安
心
の
「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
加
速
し
よ
う
と
い
う
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
主
要
施
策
で
は
、
避
難
所

の
環
境
設
備
や
災
害
用
機
材
の
充
実
を
図

り
、
川
俣
駅
東
口
に
新
し
い
保
健
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
、
東
部
工
業
団
地
を
造
成
し

企
業
誘
致
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
実
施
す
る
な
ど
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
町
が
さ
ら
に

発
展
し
、
活
力
が
出
る
予
算
編
成
に
賛
成

し
ま
す
。

藤
野 

一
也　

議
員

　

本
委
員
会
は
、
３
月
10
日
に
総

務
・
産
業
常
任
委
員
会
所
管
の
審

査
を
、
11
日
は
文
教
・
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
の
審
査
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
長
、
室
長
、
係
長
等
の
出

席
を
願
い
説
明
や
質
疑
等
の
回
答

を
求
め
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
、
内

容
妥
当
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
明

和
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
、
明
和
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
、
明
和
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
、
明
和
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
も
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
次
の
点
を
要
望

し
ま
す
。

　

川
俣
駅
周
辺
整
備
や
企
業
誘
致

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
町
の
将

来
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て

い
る
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
所

得
の
格
差
が
広
が
り
、
生
活
の
苦

し
く
な
っ
て
い
る
家
庭
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
育
て
支
援

策
と
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

要
望
事
項
を
含
め
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

は
公
平
か
つ
効
率
的
に
、
そ
し
て

福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
発
展

を
目
指
し
て
、
着
実
に
執
行
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
報
告
と
し

ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
委
員
長　

坂
上  

祐
次

新
規
事
業
を
中
心
に
審
査

審

査

報

告
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反対討論賛成討論

討

論

議 員 発 議
意 見 書 を 国 に 提 出

　要　旨
　核兵器禁止条約が国連加盟 50 か国以上に達し発効され、国際的に大きな話題を呼んでいる。
　この「核兵器禁止条約」は、核兵器の製造、保有、使用、援助や威嚇を禁じる条約である。「核拡
散防止条約（ＮＰＴ）」の提唱が一向に前進しない状況の中で、五大国による発言（優位性）だけで
進めてはならないというメッセージでもある。この核兵器禁止条約は「核兵器を廃絶しよう」とす
る国連加盟非常任理事国によって議論や運動が呼びかけられ、2017 年７月に採択され批准運動が進
み「核軍縮」への国際世論が高まっている。その証が 2020 年国際ＮＧＯ「核兵器廃絶国際キャンペ
ーン（ＩＣＡＮ）」のノーベル平和賞受賞だと言える。
　日本は広島・長崎における唯一の原子爆弾の被爆国であり、核兵器による非人道性などを訴え続
け、戦後 75 年間平和式典などで人間と核兵器は絶対に共存することはできないことを証明した。に
もかかわらず、日本政府は「核兵器禁止条約」を批准しないばかりか、国連では「核拡散防止条約」
の行動や提言・働きかけも積極的に行わず、その行動は国民に伝わらず評価されていない。
　日本政府は一刻も早く「核兵器禁止条約」に批准するとともに「核拡散防止条約」での日本国の
役割を果たし、核兵器の存在を許さないという平和主義思想の普及及び態度の表明を求めるものである。

核兵器禁止条約への日本国の参加を求める意見書
提出者  岡安敏雄 議員、早川元久 議員
賛成者  早川元久 議員、川島吉男 議員、岡安敏雄 議員、奥澤貞雄 議員、斎藤一夫 議員、関根愼市 議員

提出先 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、防衛大臣、外務大臣

安
全
保
障
政
策
と
矛
盾

　

日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、

核
兵
器
を
廃
絶
し
た
い
願
い
は
、
日
本
人

で
あ
れ
ば
み
な
同
じ
気
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
世
界
１
９
６
か
国
中
、
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
て
い
る
国
は
50

数
か
国
で
す
。

　

現
在
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
も
と
で
安

全
保
障
政
策
を
行
っ
て
お
り
、
核
の
傘
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
力
が
働
い
て
い
る

こ
と
は
、
多
く
の
人
が
そ
の
認
識
を
共
有

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当

条
約
へ
の
参
加
は
、
そ
の
安
全
保
障
政
策

と
矛
盾
し
た
主
張
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
安
全
保
障
政
策
面
で
の
核
の

傘
と
の
整
合
性
、
核
保
有
国
は
も
ち
ろ
ん

非
核
保
有
国
の
多
く
が
参
加
を
見
送
っ
た

こ
と
に
よ
る
実
効
性
へ
の
疑
問
が
生
じ
た

た
め
、
参
加
を
見
送
り
ま
し
た
。
政
府
の

見
解
を
支
持
し
反
対
し
ま
す
。

堀
口 

正
敏　

議
員

世
界
に
訴
え
る
責
任

　

条
約
が
発
効
し
て
も
、
す
ぐ
に
核
兵
器

が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
、
初
め
て
国

際
法
で
核
兵
器
は
違
法
だ
と
規
定
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
で
唯
一
被
爆
体
験
を
し
た
国

と
し
て
、
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
、
核
兵

器
の
む
ご
さ
、
悲
惨
さ
を
訴
え
る
べ
き
政

府
は
、
署
名
に
も
批
准
に
も
背
を
向
け
て

い
ま
す
。
日
本
政
府
は
世
界
に
訴
え
る
責

任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
被
爆
者
が
年
々

少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
今
こ
そ
核
兵

器
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に
訴
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

関
根 

愼
市　

議
員

少
し
ず
つ
改
善
の
方
向
に
　
　
　

向
か
う
よ
う
に

　

核
保
有
国
を
含
め
中
国
や
韓
国
や
全
て

の
各
国
が
調
和
し
た
中
で
生
活
、
経
済
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
が
地
球
全
体
を
維
持

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

唯
一
の
被
爆
国
の
日
本
の
立
場
に
お
い
て
、

少
し
ず
つ
改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

奥
澤 

貞
雄　

議
員
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提出議案と審議結果第１回定例会　３／５～16

議　案 件名と主な内容 審議結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

藤
野
　
一
也

早
川
　
元
久

堀
口
　
正
敏

川
島
　
吉
男

坂
上
　
祐
次

岡
安
　
敏
雄

奥
澤
　
貞
雄

斎
藤
　
一
夫

栗
原
　
孝
夫

三
浦
　
次
弘

関
根
　
愼
市

田
口
　
晴
美

発議
第 1 号

明和町議会委員会条例の一部改正…明和町事務分掌条例の改正により、常任委
員会の所管する課の名称等が変更となるため改正するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

発議
第 2 号

核兵器禁止条約への日本国の参加を求める意見書…核兵器禁止条約への日本国
の参加を求め、関係行政官庁に意見書を提出するもの。

提出者　岡安敏雄議員　ほか 1 名
原案可決 × ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ○ 議

諮問
第 1 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること…人権擁護委員の任期満了に伴い、
新井和惠氏の推薦につき議会の意見を求めるもの。 原案適任 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 1 号

専決処分の承認（令和２年度明和町一般会計補正予算（第９号））…新型コロナ
ウイルス感染症対策費 45 万円、新型コロナウイルスワクチン接種事業費 2,531
万円を追加し、補正後の予算総額を 75 億 440 万 3 千円とするもの。

原案承認 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 2 号

専決処分の承認（令和２年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第２号））…
水質浄化センターの「し渣脱水機」を交換するため 953 万 7 千円を増額し、補
正後の予算総額を 5 億 4,001 万 8 千円とするもの。

原案承認 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 3 号

教育長の任命…教育長の任期満了に伴い、金子博氏の任命につき議会の同意を
求めるもの。 原案同意 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 4 号

教育委員会委員の任命…教育委員会委員の任期満了に伴い、野木村崇氏の任命
につき議会の同意を求めるもの。 原案同意 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 5 号

群馬県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び規約の変
更に関する協議…群馬県市町村公平委員会に 4 月 1 日から沼田市ほか 9 団体が、
12 月 24 日から富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合が加わることに伴い、規約
の一部を改正するため、議会の議決を求めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 6 号

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議…館林市が 4 月 1 日から地
方公務員災害補償法第 69 条の規定に基づく議会の議員その他非常勤の職員のう
ち法律による公務上の災害に対する補償の制度が定められていないものに対する
補償事務の共同処理を開始することに伴い、規約の一部を改正するため、議会の
議決を求めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 7 号

明和町土地開発基金条例の廃止…基金創設時と状況が大きく変わり、基金による
土地の先行取得の必要性はなくなったため廃止するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、議…議長

 

■
■ 

人
事
案
件 

■
■

○
教
育
長
の
任
命

　
　
金
子
　
　
博 

氏
（
再
任
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
野
木
村
　
崇 

氏
（
新
任
）

安全・安心の医療・介護体制を確立し国民のいのちと健康を
守るための請願

みなさんからの請願　
請願第１号

継続審査
▼

◆
明
和
町
議
会
委
員
会

条
例

　
町
の
行
政
組
織
の
変
更

（
課
の
名
称
等
）
に
伴
い
明

和
町
事
務
分
掌
条
例
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
常
任

委
員
会
の
所
管
す
る
課
の
名

称
が
変
更
と
な
る
た
め
、
明

和
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
を
し
ま
し
た
。

条
例
・
規
則
の

一
部
改
正
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議　案 件名と主な内容 審議結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

藤
野
　
一
也

早
川
　
元
久

堀
口
　
正
敏

川
島
　
吉
男

坂
上
　
祐
次

岡
安
　
敏
雄

奥
澤
　
貞
雄

斎
藤
　
一
夫

栗
原
　
孝
夫

三
浦
　
次
弘

関
根
　
愼
市

田
口
　
晴
美

議案
第 8 号

明和町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正…オンライン資格確認等の実施
による健康保険法等の改正に伴い所要の改正をするもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 9 号

明和町国民健康保険条例の一部改正…新型インフルエンザ等対策特別措置法等
の改正により、新型コロナウイルス感染症の法的位置づけが変更されたことに伴
い所要の改正をするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 10 号

明和町介護保険条例の一部改正…令和 3 年度から令和 5 年度までの介護保険料
率を定めるため改正するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 11 号

介護保険法（平成９年法律第123号）、老人福祉法（昭和38年法律第133号）
及び社会福祉法（昭和26年法律第45号）の規定に基づき、指定居宅サービ
ス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定…厚生労働省令により指定居宅サービス
等の事業の人員、設備及び運営に関する基準が改正されることに伴い、町の基準
を国の基準に準じたものにするため、関係条例の所要の改正をする条例を制定す
るもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 12 号

明和町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の一
部改正…町内の農地面積の減少に伴い、農業委員、農地利用最適化推進委員の
定数を見直すもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 13 号 財産の処分…入ヶ谷地内の土地 6 筆を明和町土地開発公社へ譲渡するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 14 号

指定管理者の指定（明和町デイサービスセンター）…明和町デイサービスセンター
の管理運営を任せる指定管理者として、指定管理者選定委員会が選定した候補者
の指定を議会に求めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 15 号

町道路線の廃止及び認定…明和入ヶ谷南工業団地造成事業による新たな土地利用
等に伴い、町道の廃止及び認定をするもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 16 号

令和２年度明和町一般会計補正予算（第10号）…土地開発基金の土地の買戻
しに伴う用地取得費の追加、公共施設建設基金積立の増額、人件費、各種事業・
補助金の実績や決算見込みに応じた減額、合計 1 億 4,805 万 4 千円を減額し、
補正後の予算総額を 73 億 5,634 万 9 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 17 号

令和２年度明和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）…後期高齢者医療
広域連合納付金 802 万 7 千円、一般会計操出金 44 万 2 千円を増額し、補正
後の予算総額を 1 億 2,801 万 9 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 18 号

令和２年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）…出産育児一時金
210 万円を減額、保険給付費等交付金償還金など 132 万 4 千円を増額し、補
正後の予算総額を 12 億 9,207 万 6 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 19 号

令和２年度明和町介護保険特別会計補正予算（第３号）…介護サービス給付費等
1,840万1千円を増額し、補正後の予算総額を10億954万1千円とするもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 20 号

令和２年度明和町下水道事業特別会計補正予算 (第３号）…人件費 17 万 4 千
円を増額、下水道早期接続特別奨励金 117 万 9 千円、消費税納付額確定によ
り159 万 7 千円を減額し、補正後の予算総額を 5 億 3,741 万 6 千円とする
もの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 21 号

令和３年度明和町一般会計予算…予算総額を 58 億円（前年度比 7.6％増）とす
るもの。主要事業は、総合防災訓練の実施、保健センター建設、新型コロナウイ
ルスワクチン接種事業、農道・用排水路整備、明和東部工業団地造成事業、川俣
駅周辺アクセス道路整備事業、東小学校外壁危険箇所撤去補修工事、日本キャン
パックホール舞台改修工事など。

原案可決 ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 22 号

令和３年度明和町後期高齢者医療特別会計予算…予算総額を 1 億 2,500 万円
（前年度比 5.0％増）とするもの。後期高齢者医療広域連合納付金の増額を見
込むもの。

原案可決 ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 23 号

令和３年度明和町国民健康保険特別会計予算…予算総額を12億1,700万円（前
年度比 5.8％減）とするもの。保険給付費、国民健康保険事業費納付金の減額
を見込むもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 24 号

令和３年度明和町介護保険特別会計予算…予算総額を 9 億 5,900 万円（前年
度比 0.7％増）とするもの。地域密着型介護サービス給付費等の増額を見込むも
の。

原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案
第 25 号

令和３年度明和町下水道事業特別会計予算…予算総額を 5 億 300 万円（前年
度比 5.6％減）とするもの。下水道管渠整備工事費の減額を見込むもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
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　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって事務の
執行状況や将来に対する方針等について、報告や説明を求
めたり、疑問点をただすものです。
　３月定例会では５人の議員から16項目について一般質
問が行われました。
　議会だよりでは、質問と答弁を要約して掲載しています。

や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

町
政
を
問
う

A
QRコードを読み
込むと、議会中
継のページが開
けます

■斎藤　一夫 議員 …………… 11ページ

◦ＰＣ教育について
◦介護育児休暇について
◦コロナについて

■早川　元久 議員 …………… 12ページ

◦子育て支援について
◦災害対策について
◦路側帯の表示について

■奥澤　貞雄 議員 …………… 13ページ

◦土地開発公社の今後について
◦駅前開発について
◦教育問題について
◦公共交通について

■岡安　敏雄 議員 …………… 14ページ

◦ワクチン接種について
◦梨の直売所について
◦自動車の安全対策について
◦工業団地開発について

■関根　愼市 議員 …………… 15ページ

◦住宅政策について
◦ふるさと納税について
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質
問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
進
捗
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長 

令
和
２
年
度

内
に
全
て
の
普
通
教
室
と
理
科
室

に
大
型
電
子
黒
板
を
設
置
し
、
全

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
準
備

し
、
充
電
保
管
庫
や
高
速
通
信
環

境
等
の
ハ
ー
ド
面
の
準
備
を
整
え

ま
す
。
一
人
一
人
の
反
応
に
対
応

で
き
る
双
方
向
対
話
型
の
授
業
を

実
施
し
、
深
い
学
び
を
得
ら
れ
る

よ
う
個
別
学
習
や
共
同
学
習
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
ソ
フ
ト
面
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問 

教
職
員
へ
の
校
内
研
修
の

具
体
的
な
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長 

納
入
業
者
に

よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
り
、

県
の
専
門
員
に
よ
る
教
職
員
向
け

の
講
習
等
を
行
う
予
定
で
す
。

質
問 

基
礎
学
力
テ
ス
ト
へ
の
パ

ソ
コ
ン
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

小
中
学
校
か
ら
の
対
応
が
重
要
と

考
え
る
。
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
へ
の

対
応
は
。

学
校
教
育
課
長 
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
や
国
際
学
習

到
達
度
調
査
等
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
試
験
）
化
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
教
育
デ
ー
タ

を
利
活
用
す
る
上
で
有
用
と
考
え

ま
す
。
４
月
か
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
化
に
よ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
慣
れ
親
し
ん
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

校
外
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

も
重
要
だ
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
課
長 

児
童
生
徒
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た

め
の
正
し
い
判
断
能
力
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
知
識
、
危
機
回
避
能
力
を

身
に
付
け
、
問
題
点
等
を
考
え
ら

れ
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。
警
察
と
連
携
し
、

情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
文
科
省
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

A 
慣
れ
親
し
ん
で
活
用
で
き
る
よ
う
に

／
学
校
教
育
課
長

Q  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の
対
応
は 

質
問 

新
聞
報
道
に
よ
る
と
本
町

の
感
染
者
数
は
９
名
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
感
染
者
数
は
。

健
康
づ
く
り
課
長 

２
月
末
現

在
で
13
名
で
す
。
そ
の
う
ち
県
外

で
検
査
し
た
方
が
４
名
い
ま
す
。

館
林
保
健
所
管
内
の
発
表
分
は
本

人
の
意
向
で
、
町
と
し
て
も
把
握

A 

本
町
で
把
握
で
き
る
数
は
13
名

／
健
康
づ
く
り
課
長

Q  
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
の
推
移
は 

質
問 

介
護
育
児
休
暇
の
運
用
実

績
は
。

総
務
課
長 

子
ど
も
の
看
護
休
暇

は
３
名
、
合
計
で
10
日
と
６
時
間
、

短
期
介
護
休
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

質
問 

休
暇
は
有
給
扱
い
か
。

総
務
課
長 

正
規
職
員
は
有
給
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
無
給
の
特

別
休
暇
と
な
り
ま
す
。

質
問 

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観

点
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
有
給
と
す
べ
き
と
考
え

る
。
今
後
の
研
究
を
求
め
る
。
休

暇
の
際
に
届
出
と
す
る
の
か
。

A 

業
務
の
調
整
を
行
い
、
本
人
の
意
向
に

最
大
限
配
慮
／
総
務
課
長

Q  

休
暇
の
取
得
に
よ
る
職
務
へ
の
影
響
は 

総
務
課
長 

承
認
制
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
問 

休
暇
が
申
請
さ
れ
た
場
合

の
業
務
の
影
響
へ
の
対
応
は
。

総
務
課
長 

業
務
の
調
整
を
行
い

職
務
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
か
つ

本
人
の
意
向
に
沿
う
よ
う
に
最
大

限
配
慮
し
て
承
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
制
度
の
周
知
、
柔
軟
な
働

き
方
の
検
討
等
、
職
場
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

で
き
ま
せ
ん
。

質
問 

各
種
行
事
の
開
催
決
定
の

時
期
の
見
直
し
は
。

健
康
づ
く
り
課
長 

県
の
社
会

経
済
活
動
再
生
に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
各
種
団
体
の

代
表
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

混
乱
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

SAITO  KAZUO

斎
さ い と う

藤　一
か づ

夫
お

 議員
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HAYAKAWA  MOTOHISA

早
は や か わ

川　元
も と ひ さ

久 議員

質
問 
高
校
生
の
入
院
の
無
料

化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
通

院
も
無
料
化
を
実
施
す
べ
き
と

思
う
。
高
校
生
の
通
院
は
少
な

く
、
少
な
い
予
算
で
実
施
で
き

る
の
で
は
と
思
う
。
近
隣
市
町

に
先
駆
け
て
、
高
校
生
の
通
院

で
の
医
療
費
無
料
化
が
で
き
な

い
か
。

健
康
づ
く
り
課
長 

高
校
生
ま

で
通
院
を
無
料
化
に
し
た
場
合
、

約
５
３
０
万
円
と
試
算
さ
れ
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

有
効
な
子
育
て
支
援
策
の
選
択

及
び
制
度
の
安
定
的
な
実
施
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
現
時
点
で
の
無
料
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

A 現時点では考えていない
／健康づくり課長

Q 高校生の通院での医療費無料化は

質
問 

第
３
子
以
降
の
給
食
費

の
無
料
化
が
前
橋
市
な
ど
で
行

わ
れ
、
館
林
市
で
も
行
わ
れ
る
。

本
町
で
も
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長 

コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
保
護
者
も
大
変
厳
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
現
段
階
で

の
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
料

化
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
今

後
、
他
市
町
村
の
動
向
等
を
鑑

み
な
が
ら
、
国
、
県
の
支
援
を

要
望
す
る
等
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

眼
鏡
は
必
要
と
す
る
児

童
に
と
っ
て
教
科
書
と
同
様
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思

う
。
就
学
援
助
の
項
目
の
一
つ

と
し
て
、
小
学
生
の
眼
鏡
購
入

に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長 

眼
鏡
は
学
用

品
と
い
う
よ
り
は
生
活
用
品
で

あ
り
、
現
時
点
で
就
学
援
助
の

対
象
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
状

況
や
社
会
情
勢
も
把
握
し
な
が

ら
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

世
帯
全
体
が
均
等
に
支
援
を
受

け
ら
れ
る
就
学
援
助
制
度
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

２
月
13
日
に
発
生
し
た

地
震
で
の
停
電
は
２
時
間
程
だ

っ
た
が
、
い
つ
地
震
、
台
風
な

ど
で
長
時
間
の
停
電
に
な
る
と

も
限
ら
な
い
。
家
庭
用
蓄
電
池

の
設
置
に
補
助
を
行
っ
て
い
る

県
内
の
自
治
体
は
、
桐
生
市
、

み
ど
り
市
、
前
橋
市
、
沼
田
市

な
ど
が
あ
る
。
本
町
で
も
家
庭

用
蓄
電
池
の
設
置
に
補
助
が
で

き
な
い
か
。

質
問 

須
賀
地
区
で
整
備
さ
れ

た
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
よ
う
に
外

側
線
が
き
れ
い
に
ペ
イ
ン
ト
さ

れ
て
い
る
と
、
夜
間
で
も
道
路

の
端
が
わ
か
り
事
故
は
減
る
と

思
う
。
側
溝
蓋
の
設
置
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
外
側
線
の
表
示

が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長 

令
和
３
年
度
か
ら
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整

備
事
業
に
住
宅
用
蓄
電
池
も
併

せ
て
補
助
対
象
と
す
る
予
定
で

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
と
と
も
に
、
災
害
時

に
有
効
な
電
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
各
家

庭
で
も
災
害
に
備
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

経
年
に
よ
り

消
え
て
い
る
外
側
線
等
も
あ
り

ま
す
。
通
学
路
な
ど
を
中
心
に
、

側
溝
蓋
の
設
置
も
進
め
な
が
ら
、

安
全
確
保
で
き
る
よ
う
外
側
線

の
整
備
を
併
せ
て
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q  

家
庭
用
蓄
電
池
の
設
置
に
補
助
は 

A 

令
和
３
年
度
か
ら
補
助
を
予
定
／
総
務
課
長

Q  

外
側
線
の
表
示
は 

A 

安
全
確
保
が
で
き
る
よ
う
整
備

／
都
市
建
設
課
長
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質
問 

土
地
開
発
公
社
の
事
務

所
は
医
療
施
設
の
上
で
な
く
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
上
に
建
設
し

た
方
が
一
体
に
な
り
、
避
難
所

と
し
て
使
う
場
合
、
利
便
性
も

上
が
る
と
思
わ
れ
る
が
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

検
討
は

し
ま
し
た
が
、
高
さ
制
限
が
あ

り
一
部
を
除
き
建
築
で
き
な
い

た
め
、
西
側
の
エ
リ
ア
に
し
ま

し
た
。

質
問 

駅
東
側
の
総
建
築
費
は

32
億
円
、
土
地
開
発
公
社
事
務

所
の
６
億
円
を
合
わ
せ
て
38
億

円
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

昨
年
の
町
政
懇
談
会
で
、
町
長

は
33
億
円
と
説
明
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
訳
は
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

駅
東
側

の
建
物
及
び
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
建
設
費
で
す
。

OKUZAWA  SADAO

奥
お く ざ わ

澤　貞
さ だ

雄
お

 議員

質
問 

土
地
開
発
公
社
は
、
今

後
開
発
す
る
土
地
が
少
な
く
、

地
価
も
急
騰
す
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
な
い
た
め
、
土
地
を
先
行

取
得
す
る
役
割
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
。
事
務
所
が

手
狭
に
な
っ
て
困
る
ほ
ど
利
用

は
増
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

現
在
、

入
ヶ
谷
南
工
業
団
地
が
造
成
中

で
、
今
後
矢
島
地
区
集
客
施
設

と
東
部
工
業
団
地
の
造
成
工
事

が
控
え
て
お
り
、
事
務
所
利
用

は
増
加
し
ま
す
。

質
問 

近
い
将
来
、
土
地
開
発

公
社
を
解
散
す
る
予
定
は
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

土
地
造

成
は
宅
地
を
全
て
処
分
す
る
必

要
が
あ
り
、ま
た
、分
譲
契
約
の

中
で
企
業
の
工
場
や
施
設
が
操

業
す
る
ま
で
が
契
約
書
に
う
た

っ
て
あ
る
の
で
、
公
社
の
事
業

は
続
く
こ
と
に
な
り
、
近
い
将

来
の
解
散
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

日
本
全
国
か
ら
見
る
と
、

土
地
開
発
公
社
は
解
散
に
向
か

っ
て
い
る
。
本
町
も
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、

新
築
さ
れ
た
土
地
開
発
公
社
の

事
務
所
及
び
会
議
室
の
使
用
目

的
が
将
来
変
更
さ
れ
た
り
、
解

散
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
資
産
処
理
の
形
で
譲
渡

さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
は
な
い

の
か
。

企
業
立
地
推
進
室
長 

当
分
の

間
、
業
務
を
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
使
用
目
的
の
変
更
、

譲
渡
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

解
雇
や
収
入
減
に
よ
り
養
育
、

教
育
費
が
負
担
に
な
っ
て
い
る

家
庭
へ
の
支
援
策
は
。

学
校
教
育
課
長 

就
学
経
費
の

支
援
と
し
て
、
就
学
援
助
費
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
原
則

前
年
度
の
収
入
を
基
準
に
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

急
激
な
収
入
減
の
場
合
は
直
近

の
収
入
を
基
準
に
す
る
な
ど
、

個
別
の
状
況
に
合
わ
せ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

Q  
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
支
援
策
は 

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
ラ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
東
西
２
つ
の
ゾ
ー
ン

に
し
て
は

A
事
業
者
や
利
用
者
の
意
見
や

要
望
、
運
営
収
支
等
も
考
慮

し
研
究
し
ま
す
／
総
務
課
長

A 
造
成
工
事
や
企
業
誘
致
で
増
加

／
企
業
立
地
推
進
室
長

Q  

土
地
開
発
公
社
事
務
所
の
利
用
は

　

  

増
え
な
い
の
で
は 

A 

高
さ
制
限
で
建
築
で
き
な
い

／
企
業
立
地
推
進
室
長

Q  

事
務
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の 

　

  

上
が
便
利
で
は 

A 
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
対
応

／
学
校
教
育
課
長
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OKAYASU  TOSHIO

岡
お か や す

安　敏
と し

雄
お

 議員

質
問 
ワ
ク
チ
ン
は
、
町
民
に

い
つ
ど
の
よ
う
に
接
種
さ
れ
る

の
か
。

健
康
づ
く
り
課
長 
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

町
が
実
施
し
ま
す
。
接
種
に
係

る
費
用
は
無
料
で
、
接
種
す
る

か
ど
う
か
は
本
人
の
判
断
と
な

り
ま
す
。
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン
で
、
16
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
、
１
回
目
の
接

種
後
、
３
週
間
の
間
隔
を
あ
け

２
回
目
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
徐
々
に
供
給
が
行

わ
れ
る
見
通
し
で
、
医
療
従
事

者
、
次
に
高
齢
者
、
次
に
高
齢

者
以
外
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

や
高
齢
者
施
設
等
で
従
事
し
て

A 接種は５月中旬スタート予測
／健康づくり課長

Q 新型コロナウイルスワクチンについて 

い
る
方
、
最
後
に
そ
れ
以
外
の

方
と
い
う
順
番
で
接
種
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
接
種
会
場
は
中

央
公
民
館
を
計
画
し
て
お
り
、

実
施
に
向
け
て
接
種
券
の
発
送
、

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

予
約
を
受
け
付
け
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
４
月
中
下
旬
に
案
内
と
接

種
券
を
郵
送
し
、
接
種
が
始
ま

る
の
は
５
月
中
旬
頃
に
な
る
予

測
で
す
。

質
問 

町
に
配
布
さ
れ
る
保
冷

庫
に
何
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
保

存
で
き
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
課
長 

保
冷
庫
は

３
月
中
旬
頃
に
国
か
ら
町
へ
届

く
予
定
で
す
。
容
量
的
に
は
約

1
万
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
入
り

ま
す
。

質
問 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反

応
が
心
配
さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

健
康
づ
く
り
課
長 
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
お
い
て
副
反
応
に
よ
る

健
康
被
害
は
稀
で
す
。
国
も
世

界
的
な
実
施
に
お
け
る
安
全
性

を
見
て
今
回
承
認
し
て
い
ま
す
。

副
反
応
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
救
済
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中

質
問 

今
後
の
見
通
し
は
。

産
業
振
興
課
長 

昨
年
は
天
候

不
順
に
よ
り
収
穫
量
が
落
ち
込

み
、
梨
を
十
分
に
確
保
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も
あ

り
、
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
を
今

年
へ
見
送
り
ま
し
た
。
夏
に
オ

ー
プ
ン
予
定
で
す
の
で
、
町
内

外
の
多
く
の
人
に
来
場
し
て
も

ら
え
る
よ
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
き
ま
す
。

Q  

梨
の
直
売
所
に
つ
い
て 

A 

今
夏
に
オ
ー
プ
ン
予
定
／
産
業
振
興
課
長

で
、
今
回
の
接
種
は
、
効
果
が

リ
ス
ク
を
上
回
る
と
い
う
こ
と

で
行
わ
れ
ま
す
。

質
問 

変
異
株
に
対
す
る
対
応
は
。

健
康
づ
く
り
課
長 

イ
ギ
リ
ス

型
、
南
ア
フ
リ
カ
型
、
ブ
ラ
ジ

ル
型
な
ど
の
話
が
出
て
い
ま
す

が
、
国
が
細
か
い
調
査
分
析
を

進
め
て
い
ま
す
。
国
か
ら
情
報

が
来
た
ら
そ
れ
に
対
応
し
た
対

策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
現
在

は
、
感
染
予
防
対
策
と
し
て
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
基
本
的
な
対

策
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

質
問 

隔
離
中
の
人
へ
の
配
慮
は
。

健
康
づ
く
り
課
長 

発
症
が
確

認
さ
れ
療
養
施
設
で
の
療
養
と

指
示
さ
れ
た
方
は
、
県
内
３
か

所
（
高
崎
市
、
前
橋
市
、
伊
勢

崎
市
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

個
室
で
健
康
管
理
さ
れ
て
過
ご

し
ま
す
。
宿
泊
、
食
事
は
無
償

で
手
当
て
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
自
動
車
の
踏
み
間
違
い
後
付
け
装

置
補
助
金
に
つ
い
て

A
国
の
補
助
事
業
が
活
用
で
き
ま
す

／
総
務
課
長

Q
工
業
団
地
の
今
後
の
開
発
に
つ
い
て

A
企
業
の
投
資
意
欲
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
国
や
県
と
協
議
し
、
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
場
所
を
開

発
し
て
い
き
ま
す
／
企
業
立
地
推

進
室
長
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SEKINE  SHINICHI

関
せ き

根
ね

　愼
し ん い ち

市 議員

質
問 

明
和
町
民
間
賃
貸
住
宅

家
賃
補
助
事
業
は
、
町
営
住
宅

に
入
居
待
ち
の
民
間
賃
貸
住
宅

に
住
む
方
に
対
し
、
居
住
の
安

定
を
確
保
す
る
た
め
２
万
円
を

上
限
に
家
賃
の
半
額
を
最
長
３

年
間
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
現
況
は
。

都
市
建
設
課
長 

町
内
３
か
所

に
あ
る
町
営
住
宅
は
合
計
50
戸

あ
り
、
空
き
室
は
新
田
団
地
に

３
戸
あ
り
ま
す
。
入
居
希
望
者

は
現
在
３
世
帯
お
り
、
こ
の
う

ち
２
世
帯
が
家
賃
補
助
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

質
問 

家
賃
補
助
制
度
で
は
、

補
助
期
間
が
最
長
36
か
月
と
短

い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
５
年
と

し
て
３
年
を
過
ぎ
た
ら
補
助
額

を
半
額
に
す
る
な
ど
の
制
度
の

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 
民
間
賃
貸
住

宅
家
賃
補
助
事
業
は
、
平
成
31

年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
現
在

２
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

補
助
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

制
度
開
始
か
ら
間
も
な
い
こ
と
、

賃
貸
住
宅
と
い
う
性
格
を
踏
ま

え
、
現
在
の
形
で
運
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
解

雇
や
雇
い
止
め
に
よ
る
住
宅
困

窮
の
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
る

か
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
の
と
こ

ろ
、
住
宅
困
窮
に
関
す
る
相
談

は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一
時

的
に
町
営
住
宅
の
空
き
室
を
利

用
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の

対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

公
営
住
宅
入
居
時
の
連

帯
保
証
人
に
つ
い
て
、
群
馬
県

を
は
じ
め
県
内
10
市
町
村
で
連

帯
保
証
人
を
不
要
と
す
る
動
き

が
広
ま
っ
て
お
り
、
国
土
交
通

省
も
自
治
体
に
連
帯
保
証
人
規

定
の
削
除
を
促
し
て
い
る
。
町

で
は
、
公
営
住
宅
入
居
時
の
連

帯
保
証
人
に
つ
い
て
は
原
則
必

要
と
し
て
い
る
が
、
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

昨
年
３
月
議

会
の
中
で
、
明
和
町
町
営
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、

基
本
的
に
連
帯
保
証
人
を
必
要

A 
家
賃
補
助
は
開
始
早
々
で
、
保
証
人
制
度
は

特
例
で
対
応
／
都
市
建
設
課
長

Q  

家
賃
補
助
期
間
の
延
長
と

　
 

連
帯
保
証
人
制
度
の
見
直
し
は 

町営住宅新田団地

と
し
な
が
ら
も
、
特
別
な
事
情

が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
連
帯
保

証
人
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
規
定
を
改
正
し
て

お
り
、
連
帯
保
証
人
な
し
で
入

居
手
続
き
を
行
っ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
公
営
住
宅
の
本
来

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Q
ふ
る
さ
と
返
礼
品
に
体
験
型

（
梨
狩
り
等
）
メ
ニ
ュ
ー
の

検
討
を

A
新
た
な
返
礼
品
の
一
つ
と
し

て
、
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
も
研

究
し
ま
す
／
企
画
財
政
課
長
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町
民
の

町
民
の

声声

　
明
和
町
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
合
わ
せ
て
発
展
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
都
会
の
よ
う
に
高
層
ビ
ル

が
そ
び
え
立
ち
、
空
気
の
汚
れ

た
と
こ
ろ
に
は
な
っ
て
ほ
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
環

境
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

中
で
、
日
本
が
全
て
東
京
の
よ

う
な
環
境
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
の
明
和
町
は
、
自
然
豊
か

　
も
し
僕
が
町
長
だ
っ
た
ら
、

お
年
寄
り
の
方
や
体
の
不
自
由

な
方
の
意
見
を
ま
ず
優
先
に
考

え
よ
う
と
思
い
ま
す
。
理
由
は

明
和
町
を
よ
り
便
利
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
若
い

人
々
が
便
利
で
も
、
お
年
寄
り

の
方
や
体
の
不
自
由
な
方
が
便

利
で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
過

ご
し
に
く
い
と
思
う
人
が
増
え

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
お
年
寄
り
の
方
や
体

の
不
自
由
な
方
の
意
見
を
優
先

で
、
空
気
が
き
れ
い
な
町
で
す
。

こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
人

々
が
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き

た
人
々
が
、「
や
っ
ぱ
り
明
和

は
い
い
な
」
と
言
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
町
が
理
想
で
す
。
私
が

町
長
だ
っ
た
ら
、
今
あ
る
自
然

を
大
切
に
し
、
町
民
に
愛
さ
れ

る
町
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
の
方

と
小
さ
な
子
供
た
ち
と
の
交
流

の
場
も
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
と

交
流
す
る
こ
と
で
昔
の
遊
び
や

文
化
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
僕
は
町
長
に
な
っ
た
ら
、

お
年
寄
り
の
方
な
ど
の
意
見
を

優
先
し
、
ま
た
、
交
流
の
場
を

つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

明中２年

関
せきぐち

口　桃
も も こ

子さん

明中２年

鯉
こいぬま

沼　寛
ひ ろ と

人さん

5
5

5
5

5
5

5
5

5

▼
発
行
／
明
和
町
議
会　

〒
３
７
０
ー
０
７
９
５　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
新
里
２
５
０
ー
１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
４　

▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

  

私
が
町
長

  

　
　
だ
っ
た
ら

  
僕
が
町
長

  
　
　
だ
っ
た
ら

委
員
長

　
　

栗
原　

孝
夫

副
委
員
長

　
　

坂
上　

祐
次

委
　
　
員

　
　

藤
野　

一
也

　
　

堀
口　

正
敏

　
　

岡
安　

敏
雄

　
　

三
浦　

次
弘

広
報
委
員
会

議会の生の声を
聴いてください

６月４日（金）から
　　　午前９時～
６月10日（木）まで

詳しくは議会事務局へ
TEL 84-3111

次回定例会

予定です

（一般質問は６月７日・８日）

議  会  日  誌

９
日　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
隊
出
初
式

10
日　

第
23
回
明
和
町
成
人
式

15
日　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

20
日　

全
員
協
議
会

  

〃　

 

広
報
委
員
会

27
日　

邑
楽
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

28
日　

広
報
委
員
会
及
び
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

  

〃　

 

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

群
馬
東
部
水
道
企
業
団
議
会
２
月
定
例
会

16
日　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

19
日　

全
員
協
議
会

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

第
１
回
町
議
会
定
例
会
（
16
日
ま
で
）

  

〃　

 

予
算
特
別
委
員
会

  

〃　

 

文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

８
日　

広
報
委
員
会

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

11
日　

予
算
特
別
委
員
会

23
日　

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員
懇
談
会

25
日　

広
報
委
員
会

26
日　

邑
楽
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

30
日　

一
部
事
務
組
合
議
会
３
月
定
例
会

１  

月

３  

月

２  

月

環境にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・植物油インキを使用しています。
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